
(57)【要約】

【課題】効率良くＶＯＣガスを捕集し、処理することの

できる空気浄化装置を提供する。 

【解決手段】空気浄化装置本体１の空気取入口６ａから

送風手段１０により取り入れられた空気は、送風側連結

管５ａに送られ、管内のヒーター１１により温められた

後、吹出口２から吹き出される。この温風によって、床

や壁等の被対象物からＶＯＣガスが発生する。温風によ

り発生したＶＯＣガスを含む空気は、吸込口３から吸引

される。このとき、吸込口３は、吹出口２と同一面に開

口するように併設されているため、ＶＯＣガスが周囲に

拡散しにくい。したがって、効率よくＶＯＣを捕集する

ことができる。ＶＯＣガスは、オゾン発生素子１３ｄか

ら発生するオゾンにより酸化分解される。

【選択図】図１

JP 2007-152026 A 2007.6.21



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 加 熱 部 で 加 熱 し た 空 気 を 吹 出 口 か ら 吹 き 出 す 送 風 手 段 と 、 吸 込 口 か ら 清 浄 部 へ 空 気 を 吸
込 む 吸 引 手 段 と が 設 け ら れ 、 前 記 吹 出 口 と 吸 込 口 と が 同 一 面 に 開 口 す る よ う に 併 設 さ れ た
こ と を 特 徴 と す る 空 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 空 気 浄 化 装 置 本 体 に 連 結 管 を 介 し て 連 結 さ れ る 清 掃 ヘ ッ ド が 設 け ら れ 、 該 清 掃 ヘ ッ ド の
一 面 に 前 記 吹 出 口 及 び 吸 込 口 が 併 設 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 空 気 浄 化 装 置
。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 清 浄 部 は 、 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ ル タ ー を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の
空 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 清 浄 部 は 、 オ ゾ ン 発 生 手 段 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記
載 の 空 気 浄 化 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の 空 気 浄 化 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 気 掃
除 機 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ｖ Ｏ Ｃ （ 揮 発 性 有 機 化 合 物 ） ガ ス の 除 去 機 能 を 付 加 し た 空 気 浄 化 装 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 居 住 空 間 の 高 気 密 化 や 新 建 材 の 使 用 等 が 原 因 と な っ て 、 シ ッ ク ハ ウ ス 、 シ ッ ク ビ
ル 症 候 群 と 呼 ば れ る 疾 病 が 問 題 視 さ れ て い る 。 こ の よ う な 疾 病 は 、 建 材 に 含 ま れ て い る Ｖ
Ｏ Ｃ が 慢 性 的 に 室 内 に 発 生 す る こ と に よ り 引 き 起 こ さ れ て い る と 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る 方 法 の １ つ に ベ ー ク ア ウ ト 法 が あ る 。 従 来 の ベ ー ク ア ウ ト 法
で は 、 エ ア コ ン 等 の 暖 房 設 備 を 使 っ て ３ ０ ℃ 程 度 に 室 内 空 間 を 温 め 、 壁 や 床 材 に 内 在 す る
Ｖ Ｏ Ｃ を 揮 発 発 生 さ せ た 後 、 換 気 を す る こ と に よ っ て Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 排 除 し て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ベ ー ク ア ウ ト 法 を 利 用 し た Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 装 置 が 開 示 さ れ て い る
。 ケ ー シ ン グ 上 部 の 開 口 部 か ら 吸 入 さ れ た 空 気 は 、 加 熱 部 に て 加 温 さ れ た 後 に ケ ー シ ン グ
下 部 の 開 口 部 か ら 排 気 さ れ る 。 こ の 下 向 き の 暖 め ら れ た 空 気 の 流 れ は 、 そ の 後 、 床 面 に 反
射 さ れ な が ら こ の 装 置 を 中 心 に 室 内 上 部 へ 向 か っ て 上 昇 す る 。 そ の 後 、 こ の 流 れ は 天 井 面
で 反 射 し て 下 降 し 、 装 置 上 面 に 向 か う 気 流 を 発 生 さ せ る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 暖 め ら
れ た 空 気 を 室 内 に 放 出 し 室 内 温 度 を 上 昇 さ せ て 室 内 建 材 か ら の Ｖ Ｏ Ｃ 放 散 を 促 す と と も に
、 放 散 さ れ た Ｖ Ｏ Ｃ を 装 置 へ と 導 き 、 除 去 す る こ と が で き る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － ３ ３ ７ ４ ４ ０ 号 公 報 （ 段 落 ０ ０ ０ ９ 参 照 ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ 記 載 の 清 掃 装 置 で は 、 Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 床 や 壁 か ら 発 生 さ せ る こ
と は で き る が 、 発 生 し た Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス は 室 内 空 間 中 に 充 満 し て し ま う の で 、 処 理 装 置 内 に 効
率 よ く 捕 集 す る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス が 室 内 に 充 満 す る の で 、 Ｖ Ｏ Ｃ 除
去 作 業 中 に 室 内 に 立 ち 入 る こ と が で き な か っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 に 鑑 み 、 効 率 良 く Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 捕 集 し 、 処 理 す る こ と の で き る 空 気
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浄 化 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 は 、 加 熱 部 で 加 熱 し た 空 気 を 吹 出 口 か ら 吹 き 出 す 送 風
手 段 と 、 吸 込 口 か ら 清 浄 部 へ 空 気 を 吸 込 む 吸 引 手 段 と が 設 け ら れ 、 吹 出 口 と 吸 込 口 と が 同
一 面 に 開 口 す る よ う に 併 設 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 空 気 浄 化 装 置 で あ る 。 吹 出 口 か ら 吹 き
出 さ れ る 温 風 に よ り 、 壁 や 床 材 等 の 被 対 象 物 に 内 在 す る Ｖ Ｏ Ｃ が 揮 発 す る 。 こ の 発 生 し た
Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 、 吸 引 手 段 に よ り 吸 込 口 か ら 吸 引 す る こ と が で き る 。 こ の と き 、 吸 込 口 は 、
吹 出 口 と 同 一 面 に 開 口 す る よ う に 併 設 さ れ て い る の で 、 温 風 に よ り 発 生 し た Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を
周 囲 に 拡 散 さ せ る こ と な く 、 そ の 多 く を 空 気 浄 化 装 置 内 に 効 率 よ く 捕 集 す る こ と が で き る
。 し た が っ て 、 人 体 に 有 害 な Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 装 置 外 に 充 満 さ せ る こ と な く 、 効 果 的 に 捕 集 し
、 分 解 除 去 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 吹 出 口 及 び 吸 込 口 は 、 空 気 浄 化 装 置 の 同 一 面 に 開 口 す る よ う に 併 設 さ れ て い れ ば よ い が
、 空 気 浄 化 装 置 の 壁 や 床 材 等 の 被 対 象 物 に 面 す る 側 に 開 口 す る の が 好 ま し い 。 被 対 象 物 に
温 風 を 当 て 、 発 生 し た Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 効 率 良 く 捕 集 で き る 。 吹 出 口 と 吸 込 口 の 併 設 態 様 と し
て は 、 例 え ば 、 両 者 を 隣 り 合 う よ う に し て 配 し て も よ い し 、 吹 出 口 の 周 囲 を 囲 む よ う に リ
ン グ 状 に 吸 込 口 を 設 け て も よ い 。 ま た 、 い ず れ か 一 方 ま た は 両 方 を ２ つ 以 上 設 け て も よ い
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 な お 、 吹 出 口 か ら 吹 き 出 す 温 風 の 温 度 は 、 被 対 象 物 に 内 在 す る Ｖ Ｏ Ｃ が 揮 発 可 能 な 温 度
で あ れ ば よ い 。 例 え ば 、 吹 出 口 付 近 に お け る 温 度 が ３ ０ ℃ 以 上 で あ れ ば 、 Ｖ Ｏ Ｃ が 揮 発 可
能 で あ る が 、 ４ ０ ℃ ～ ５ ０ ℃ で あ る の が 好 ま し い 。 こ の 範 囲 で あ れ ば 、 Ｖ Ｏ Ｃ を な る べ く
短 時 間 で 揮 発 で き 、 か つ 、 被 対 象 物 の 熱 に よ る 劣 化 も 少 な く て す む 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 空 気 浄 化 装 置 本 体 に 連 結 管 を 介 し て 連 結 さ れ る 清 掃 ヘ ッ ド を 設 け 、 そ の 清 掃 ヘ ッ ド の 一
面 に 吹 出 口 及 び 吸 込 口 を 併 設 し て も よ い 。 操 作 部 分 と な る 吹 出 口 及 び 吸 込 口 を 空 気 浄 化 装
置 本 体 か ら 独 立 さ せ る こ と に よ り 、 空 気 浄 化 の 操 作 が し や す い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 連 結 管 は 、 送 風 手 段 か ら 吹 出 口 に 至 る 送 風 路 と 、 吸 込 口 か ら 清 浄 部 に 至 る 吸 引 路 と を 内
装 す る 。 送 風 路 と 吸 引 路 と は 別 々 の 管 と し て 設 け て も よ い し 、 連 結 管 の 内 部 を ２ 経 路 に 区
画 す る こ と に よ り 、 両 者 を 一 体 化 し て 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 清 浄 部 と は 、 吸 込 口 か ら 吸 引 さ れ た 空 気 を 清 浄 化 す る 部 分 で あ っ て 、 少 な く と も 空 気 中
か ら Ｖ Ｏ Ｃ を 除 去 で き る 機 能 を 備 え て い れ ば よ く 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば 、 Ｖ
Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ ル タ ー 、 オ ゾ ン 発 生 手 段 が 挙 げ ら れ る 。 特 に 、 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ ル タ ー と オ ゾ
ン 発 生 手 段 と を 併 用 す る と 、 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 率 が 高 ま る の で 好 ま し い 。 ま た 、 清 浄 部 と し て は
、 上 記 の 手 段 に 加 え て 集 塵 室 を 設 け 、 塵 埃 を 吸 引 除 去 で き る よ う に し て も よ い 。 一 般 の 電
気 掃 除 機 に こ の 機 能 を 併 せ 持 た せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 吹 出 口 と 吸 込 口 と が 併 設 さ れ て い る の で 、 吹 出 口 か ら 吹 き 出 さ れ た 温
風 に よ り 発 生 し た Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 、 周 囲 に 拡 散 さ せ ず に 併 設 さ れ た 吸 込 口 か ら 吸 引 す る こ と
が で き る 。 こ の よ う に 、 人 体 に 有 害 な Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 効 果 的 に 捕 集 し 、 分 解 除 去 す る こ と が
で き る 。 ま た 、 Ｖ Ｏ Ｃ が 室 内 に 充 満 し な い の で 、 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 作 業 時 に お い て 使 用 者 へ の 安
全 性 も 高 い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 図 １ は 本 発 明 に 係 る 空 気 浄 化 装 置
の 概 略 図 、 図 ２ は 清 掃 ヘ ッ ド の 概 略 図 で あ る 。 本 空 気 浄 化 装 置 は 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 １ と
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、 吹 出 口 ２ 及 び 吸 込 口 ３ を 有 す る 清 掃 ヘ ッ ド ４ と 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 １ 及 び 清 掃 ヘ ッ ド ４
を 連 結 す る 連 結 管 ５ と 、 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 空 気 浄 化 装 置 本 体 １ は 、 そ の 内 部 が 内 壁 １ ａ に よ り 送 風 室 ６ と 吸 引 室 ７ と に 区 画 さ れ る
。 送 風 室 ６ 側 に は 、 外 部 空 気 を 取 り 込 む た め の 空 気 取 入 口 ６ ａ と 、 連 結 管 ５ と 接 続 す る た
め の 送 風 側 連 結 口 ６ ｂ と が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 吸 引 室 ７ 側 に は 、 空 気 を 外 部 へ 排 出 す る た
め の 排 気 口 ７ ａ と 、 連 結 管 ５ と 接 続 す る た め の 吸 引 側 連 結 口 ７ ｂ と が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 空 気 浄 化 装 置 は 、 空 気 取 入 口 ６ ａ か ら 取 り 入 れ た 空 気 を 、 連 結 管 ５ を 通 っ て 清 掃 ヘ ッ
ド ４ の 吹 出 口 ２ に 送 る 送 風 路 ８ と 、 清 掃 ヘ ッ ド ４ の 吸 込 口 ３ か ら 吸 引 し た 空 気 を 、 連 結 管
５ を 通 っ て 排 気 口 ７ ａ か ら 排 気 す る 吸 引 路 ９ と が 形 成 さ れ る 。 送 風 路 ８ の 途 中 に 送 風 手 段
１ ０ 及 び 加 熱 部 １ １ が 設 け ら れ 、 吸 引 路 ９ の 途 中 に 吸 引 手 段 １ ２ 及 び 清 浄 部 １ ３ が 設 け ら
れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 送 風 室 ６ に は 、 送 風 手 段 １ ０ と し て の 電 動 送 風 機 が 内 装 さ れ 、 空 気 取 入 口 ６ ａ か ら 取 り
入 れ た 空 気 を 清 掃 ヘ ッ ド ４ の 吹 出 口 ２ へ 送 る 。 ま た 、 吸 引 室 ７ に は 、 吸 引 手 段 １ ２ と し て
の 電 動 送 風 機 と 、 清 浄 部 １ ３ の 一 部 と し て 、 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ ル タ ー １ ３ ａ 、 集 塵 箱 １ ３ ｂ
及 び オ ゾ ン 分 解 触 媒 フ ィ ル タ ー １ ３ ｃ と 、 が 内 装 さ れ る 。 電 動 送 風 機 １ ２ は 、 清 浄 部 １ ３
よ り も 排 気 口 ７ ａ 側 に 配 さ れ 、 吸 込 口 ３ か ら 空 気 を 吸 引 し 、 排 気 口 ７ ａ か ら 排 気 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 清 浄 部 １ ３ は 、 吸 込 口 ３ 側 か ら 排 気 口 ７ ａ 側 へ 向 け て 、 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ ル タ ー １ ３ ａ 、
集 塵 箱 １ ３ ｂ 、 オ ゾ ン 分 解 触 媒 フ ィ ル タ ー １ ３ ｃ の 順 番 に 配 さ れ て い る 。 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ
ル タ ー １ ３ ａ と し て は 、 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 通 気 性 シ ー ト に 吸 着 材 粒 子 及 び
触 媒 粒 子 を 熱 可 塑 性 樹 脂 粒 子 で 結 合 さ せ た も の が 使 用 さ れ る 。 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ ル タ ー １ ３
ａ は 、 Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 吸 着 す る 。 集 塵 箱 １ ３ ｂ は 、 空 気 中 の 塵 埃 を 捕 捉 す る 。 オ ゾ ン 分 解 触
媒 フ ィ ル タ ー と し て は 、 二 酸 化 マ ン ガ ン 触 媒 を 、 紙 製 等 の 高 空 隙 率 の ハ ニ カ ム 構 造 体 の 担
体 に 担 持 さ せ た も の を 使 用 す る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 オ ゾ ン 分 解 触 媒 フ ィ
ル タ ー １ ３ ｃ は 、 残 留 オ ゾ ン を 分 解 処 理 し 、 オ ゾ ン が 装 置 外 へ 漏 れ な い よ う に す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 連 結 管 ５ は 、 送 風 路 ８ の 一 部 を 構 成 す る 送 風 側 連 結 管 ５ ａ と 、 吸 引 路 ９ の 一 部 を 構 成 す
る 吸 引 側 連 結 管 ５ ｂ と か ら な る 。 送 風 側 連 結 管 ５ ａ 内 に は 、 加 熱 部 １ １ と し て の ヒ ー タ ー
が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 清 掃 ヘ ッ ド ４ は 、 本 体 ケ ー ス ４ ａ の 内 部 が 内 壁 ４ ｂ に よ り 送 風 室 １ ４ と 吸 引 室 １ ５ と に
区 画 さ れ る 。 送 風 室 １ ４ に は 、 上 面 に 送 風 側 連 結 管 ５ ａ と 接 続 す る た め の 送 風 側 連 結 口 １
４ ａ と 、 下 面 に 空 気 を 吹 き 出 す た め の 吹 出 口 ２ と 、 が 開 口 形 成 さ れ る 。 ま た 、 吸 引 室 １ ５
側 に は 、 上 面 に 吸 引 側 連 結 管 ５ ｂ と 接 続 す る た め の 吸 引 側 連 結 口 １ ５ ａ と 、 下 面 に 空 気 を
吸 込 む た め の 吸 込 口 ３ と 、 が 開 口 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 清 掃 ヘ ッ ド ４ の 下 面 に 、 吹 出
口 ２ 及 び 吸 込 口 ３ が 併 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 吸 引 室 １ ５ 内 に は 、 清 浄 部 １ ３ の 一 部 で あ る 、 オ ゾ ン 発 生 素 子 １ ３ ｄ が 設 け ら れ
る 。 オ ゾ ン 発 生 素 子 １ ３ ｄ は 、 空 気 中 の Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 分 解 し 、 細 菌 等 を 殺 菌 す る オ ゾ ン を
生 成 す る た め の も の で 、 オ ゾ ン 生 成 方 法 と し て は 、 プ ラ ズ マ 放 電 法 、 光 化 学 的 作 用 法 （ Ｕ
Ｖ ラ ン プ 法 ） 、 無 声 放 電 法 （ コ ロ ナ 放 電 法 ） 等 が 挙 げ ら れ る が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
オ ゾ ン 発 生 素 子 １ ３ ｄ と し て は 、 例 え ば セ ラ ミ ッ ク プ レ ー ト タ イ プ の も の が 使 用 さ れ 、 プ
レ ー ト 上 の 抵 抗 体 に 電 圧 を 印 加 す る こ と に よ っ て 沿 面 放 電 を 生 じ さ せ 、 オ ゾ ン を 発 生 さ せ
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の よ う に 、 本 空 気 浄 化 装 置 に は 、 空 気 取 入 口 ６ ａ か ら 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 １ 内 の 送 風
室 ６ 、 送 風 側 連 結 管 ５ ａ 、 送 風 側 連 結 管 ５ ａ 内 の 加 熱 部 １ １ 、 清 掃 ヘ ッ ド ４ の 送 風 室 １ ４
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を 通 っ て 、 吹 出 口 ２ に 至 る 送 風 路 ８ が 形 成 さ れ る 。 ま た 、 本 空 気 浄 化 装 置 に は 、 吸 込 口 ３
か ら 清 掃 ヘ ッ ド ４ の 吸 引 室 １ ５ 、 吸 引 室 １ ５ 内 の オ ゾ ン 発 生 素 子 １ ３ ｄ 、 吸 引 側 連 結 管 ５
ｂ 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 １ の 吸 引 室 ７ 、 吸 引 室 ７ 内 の 清 浄 部 １ ３ を 通 っ て 、 排 気 口 ７ ａ に 至
る 吸 引 路 ９ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 上 記 構 成 に お い て 、 電 動 送 風 機 １ ０ 、 １ ２ を 駆 動 さ せ る と 、 空 気 取 入 口 ６ ａ か ら 送 風 手
段 １ ０ に よ り 取 り 入 れ ら れ た 空 気 は 、 送 風 室 １ ４ か ら 送 風 側 連 結 管 ５ ａ に 送 ら れ 、 管 内 の
加 熱 部 １ １ で 温 め ら れ た 後 、 清 掃 ヘ ッ ド ４ の 吹 出 口 ２ か ら 吹 き 出 さ れ る 。 吹 出 口 ２ 付 近 に
お け る 温 風 の 温 度 は 、 約 ４ ０ ～ ５ ０ ℃ に 設 定 さ れ る 。 こ の 温 風 に よ っ て 、 床 や 壁 等 の 被 対
象 物 か ら Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス が 発 生 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 温 風 に よ り 発 生 し た Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス 及 び 塵 埃 を 含 む 空 気 は 、 清 掃 ヘ ッ ド ４ の 吸 込 口 ３ か ら 吸
引 さ れ る 。 こ の と き 、 吸 込 口 ３ は 、 吹 出 口 ２ と 同 一 面 に 開 口 す る よ う に 併 設 さ れ て い る た
め 、 Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス が 周 囲 に 拡 散 し に く い 。 し た が っ て 、 効 率 よ く Ｖ Ｏ Ｃ を 捕 集 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 吸 込 口 ３ か ら 吸 引 さ れ た 空 気 中 の Ｖ Ｏ Ｃ の 一 部 は 、 清 掃 ヘ ッ ド ４ の 吸 引 室 １ ５ 内 に 配 さ
れ た オ ゾ ン 発 生 素 子 １ ３ ｄ か ら 発 生 す る オ ゾ ン に よ り 酸 化 分 解 さ れ る 。 ま た 、 こ の と き 、
吸 引 し た 空 気 中 を 浮 遊 す る 細 菌 や 真 菌 も オ ゾ ン の 酸 化 力 に よ り 死 滅 さ れ る 。 さ ら に 、 酸 化
分 解 さ れ ず に 残 存 し た Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス は 、 吸 引 側 連 結 管 ５ ｂ を 通 過 し 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 １ 内
の Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ ル タ ー １ ３ ａ に 捕 捉 さ れ る 。 フ ィ ル タ ー １ ３ ａ に 捕 捉 さ れ た Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス
は 、 オ ゾ ン に よ り 十 分 に 時 間 を か け て 酸 化 分 解 さ れ る 。 効 率 よ く Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 分 解 除 去 で
き る 。 ま た 、 空 気 中 の 塵 埃 は 、 集 塵 箱 １ ３ ｂ 中 に 捕 捉 さ れ る 。 残 留 オ ゾ ン は 、 オ ゾ ン 分 解
触 媒 フ ィ ル タ ー １ ３ ｃ に よ っ て 分 解 処 理 さ れ る 。 オ ゾ ン が 装 置 外 部 に 漏 れ な い で す む 。 こ
の よ う な 過 程 を 経 て 清 浄 化 さ れ た 空 気 は 、 排 気 口 ７ ａ か ら 外 部 へ と 排 気 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 こ の よ う に 、 本 空 気 浄 化 装 置 は 、 Ｖ Ｏ Ｃ ガ ス を 効 率 良 く 捕 捉 し 、 処 理 す る こ と が で き る
。 ま た 、 本 実 施 形 態 の 空 気 浄 化 装 置 は 、 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 機 能 に さ ら に 通 常 の 乾 式 の 掃 除 機 の 機
能 が 付 加 さ れ た も の で あ り 、 Ｖ Ｏ Ｃ の 除 去 を 行 う 際 に 、 オ ゾ ン に よ っ て 空 気 中 の 細 菌 や 真
菌 を 除 菌 し 、 塵 埃 を も 除 去 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 発 明 は 、 室 内 (壁 や 床 )に 内
在 し た Ｖ Ｏ Ｃ を 効 果 的 に 除 去 す る と 同 時 に 、 床 や 壁 に 付 着 し て い る 細 菌 や 真 菌 も オ ゾ ン に
よ っ て 装 置 内 部 で 死 滅 さ せ る こ と が 可 能 で あ り 、 室 内 空 気 汚 染 物 質 を 除 去 す る 手 段 と し て
非 常 に 有 効 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 範 囲 内 で 上 記 実 施 形
態 に 多 く の 修 正 及 び 変 更 を 加 え 得 る こ と は 勿 論 で あ る 。 例 え ば 、 上 記 の 実 施 形 態 で は 、 清
掃 ヘ ッ ド ４ に 吹 出 口 ２ 及 び 吸 込 口 ３ を 設 け 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 １ か ら 独 立 さ せ た が 、 清 掃
ヘ ッ ド ４ 及 び 連 結 管 ４ を 設 け ず に 、 空 気 浄 化 装 置 本 体 に 直 接 、 吹 出 口 ２ 及 び 吸 込 口 ３ を 設
け て も よ い 。 こ の よ う な 形 態 は 、 自 走 式 の 電 気 掃 除 機 の よ う に 連 結 管 ５ の な い 清 掃 装 置 の
形 態 に 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 送 風 手 段 １ ０ 及 び 加 熱 部 １ １ を 常 に 運 転 さ せ て い た が
、 送 風 手 段 １ ０ 及 び 加 熱 部 １ １ の 運 転 を 停 止 さ せ 、 吸 引 手 段 １ ２ 及 び オ ゾ ン 発 生 素 子 １ ３
ｄ の み を 運 転 で き る よ う に 選 択 可 能 と し て も よ い 。 塵 埃 を 除 去 す る 通 常 の 掃 除 機 に こ の 機
能 を 搭 載 し て 作 動 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 上 記 実 施 形 態 に お い て は 、 オ ゾ ン の み を 発 生 さ せ た が 、 正 負 イ オ ン を 併 用 し て も
よ い 。 ア レ ル ギ ー 失 活 の 大 き な 効 果 が 得 ら れ る 。 特 に 正 イ オ ン と し て 、 Ｈ ３ Ｏ ＋ (Ｈ ２ Ｏ )

ｍ 、 負 イ オ ン と し て Ｏ ２
－ (Ｈ ２ Ｏ )ｎ （ 但 し 、 ｍ と ｎ は 、 任 意 の 自 然 数 ） を 用 い れ ば 、 抗

原 性 物 質 の 表 面 を 分 解 ・ 変 異 さ せ る 能 力 が 高 い の で 好 ま し い 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 空 気 浄 化 装 置 の 概 略 図
【 図 ２ 】 清 掃 ヘ ッ ド の 概 略 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ 　 　 空 気 浄 化 装 置 本 体
２ 　 　 吹 出 口
３ 　 　 吸 込 口
４ 　 　 清 掃 ヘ ッ ド
５ 　 　 連 結 管
８ 　 　 送 風 路
９ 　 　 吸 引 路
１ ０ 　 送 風 手 段
１ １ 　 加 熱 部
１ ２ 　 吸 引 手 段
１ ３ 　 清 浄 部
１ ３ ａ 　 Ｖ Ｏ Ｃ 除 去 フ ィ ル タ ー
１ ３ ｄ 　 オ ゾ ン 発 生 素 子
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